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ペスタロチア病
羅病樹木 ■マツ、スギ、ヒノキや様々な広葉樹な

　ど
主な病徴 ■ペスタロチア属菌による病気で「ペス

　タロッチア病」とも呼ばれる。炭疽病
　に似るが、病斑の中心部が灰白色にな
　ることはない。
■病斑は不整形、大型のものが多く、病
　斑上に小さな黒点を散生し、これは同
　心円状に配列して輪紋となることが多
　い。湿潤時にはそこから分生子の粘塊
　が角状ないしはひも状に押し出される
　ため、診断の指標となる。

主な伝搬方法 ■成熟して外に放出された胞子が雨粒や
　強風で飛び散ることや、昆虫に付着し
　て運ばれることで、周囲の植物に伝染
　していく。
■昆虫や風による小さな傷の部分から発
　生することが多く、若い無傷の葉では
　発生しない。乾燥すると発生しやすい。

主な防除法 ■病葉、病新梢をつみ取り、病落葉の焼
　却や土中埋没により伝染源を減らす。
■葉に無用な傷をつけたり、強風にさら
　したり、葉に水をかけないようにする。
■落葉が激しい場合は、伝染時期に農薬
　取締法に基づき登録された薬剤を散布
　する。
■毎年発生する場所では環境条件（排水
　不良地、陰湿地、通風不良地等）の改
　善を図る必要がある。

斑点性病害
羅病樹木 ■様々な樹木
主な病徴 ■特定の糸状菌群によるものではなく、  

　葉に円形、角形、あるいは不整形の斑
　点をつくり、場合によってはそれらが
　拡大して葉全体の枯死を起こすものの
　総称である。葉枯に至ると観賞的価値
　が減少する。葉枯に至らない場合でも
　早期落葉をしばしば起こし、被害が激
　しくなると成長が抑制される。
■様々な病原菌によって起きるが、それ
　ぞれの病原菌によって病班の形や色、
　病原菌の子実体の特徴が異なり、経験
　を積むことで正確に病名を診断するこ
　とができる。

主な伝搬方法 ■落葉樹の場合は落葉上で、常緑樹の場
　合は木に付いた病葉上で、子のう世代
　または分生子世代のまま病原菌が越冬
　し、翌春の第一次伝染源になるものが
　多い。春から秋まで病班上に形成され
　た胞子により第二次感染が繰り返され
　る。

主な防除法 ■病葉、病新梢をつみ取り、病落葉は焼
　却、土中埋没や堆肥にする。落葉が激
　しい場合は、伝染時期に農薬取締法に
　基づき登録された薬剤散布する。
■毎年発生する場所では環境条件（排水
　不良地、陰湿地、通風不良地等）の改
　善を図る必要がある。
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うどんこ病
羅病樹木 ■ハナミズキ、サルスベリ、カシ類、マ

　サキ、カエデ類など
主な病徴 ■白渋（しらしぶ）病ともいい、植物の

　葉の表面・裏面または両面にうどん粉
　（小麦粉）をまいたように病原菌の菌
　糸で覆われる病気。菌の種類や樹種に
　よっては、表面を覆う菌の色が褐色、
　紫褐色を呈するものもある。子のう菌
　類に属するウドンコキン類の病原菌に
　よって発生する。
■葉に白い粉をまいたような菌糸と分生
　子が覆うことで葉枯を起こし、新梢部
　が侵されるとその部分が縮れて成長が
　停止する。

主な伝搬方法 ■多くの種類は、秋に病斑部に微細な小
　黒点（子のう殼）を形成し（落葉樹で
　は病落葉上で、常緑樹では着生したま
　ま）、その中の子のう胞子が翌春の第
　一次伝染源になる。以後は、病班上に
　形成された分生胞子により第二次伝染
　が繰り返される。

主な防除法 ■越冬胞子が形成されている落葉などを
　焼却して処分することにより第一次伝
　染源を除去する。
■常菌糸で越冬する常緑樹では、被害の
　激しい感染部の除去、及びその時期に
　農薬取締法に基づき登録された薬剤の
　散布が有効である。

炭疽（たんそ）病
羅病樹木 ■多数の樹種
主な病徴 ■炭疽病菌属に属する菌類によって起こ

　る病気で、主に葉に発生するが、若い
　枝や葉柄、果実にも発生する。
■病班は、黒褐色で円形や形の崩れた大
　きな斑点が発生し、斑点は徐々に拡大
　する。若い枝や葉柄では、はじめ黒色
　で長円形、のちに盛り上がった黒褐色
　でかさぶた状の病班を生ずる。
■病斑上には微細な黒点を散生し、降雨
　後などに分生子の塊が淡桃色の粘塊と
　して出現するのが大きな特徴で診断の
　指標となる。
■きわめて多犯性で、樹種により病徴や
　病状がかなり異なるが、感染により落
　葉や新梢枯死などが起こり、樹勢が低
　下する。

主な伝搬方法 ■炭疽病菌の多くは宿主へ侵入後、表皮
　下の狭い範囲で潜在的に生存し続け、
　宿主細胞の老化や、何らかの原因で樹
　木の活力が低下すると発病する場合が
　多い。
■病葉や病枝上で越冬して、翌春に分生
　胞子を形成して、風や雨滴、昆虫によ
　り伝染する。

主な防除法 ■冬の間に病葉や病枝を切除して焼却等
　の処分をする。
■被害が激しい場合は、伝染時期に農薬
　取締法に基づき登録された薬剤を散布
　する。
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さび病
羅病樹木 ■ツツジ類、ヤナギ類、ボケ、ビャクシン、

　ナラ類、マツ類、モミ類、ポプラ、サ
　クラ、ウメ、リンゴ、ナシなど

主な病徴 ■さび菌属の病原菌により、いろいろな
　広葉樹の葉の表面や裏、マツなどの針
　葉に、黄色（さび色）の粉状物（夏胞
　子堆）または粉が詰まったのう状物（さ
　び胞子堆）が現れ、その部分の壊死が
　起こる病気である。
■秋には葉の組織内に色の濃い、越冬用
　の冬胞子が形成される場合が多い。
■被害葉は早期落葉を起こし、幹枝にこ
　ぶをつくるものや、てんぐ巣症状にな
　る場合もある。
■重要な樹木病原菌類のひとつである。

主な伝搬方法 ■多くの種は異種寄生性であり、中間宿
　主（２種以上の植物を宿主としている
　病原菌はある宿主を介して別の宿主に
　感染するが、このときに病害として重
　要でない方の宿主植物を呼ぶ）を通し
　て伝染する。

主な防除法 ■中間宿主がある場合は、それを除去し
　て感染の頻度を低くする。
■病枝葉が翌年の伝染源となるので除去
　する。
■被害が激しい場合は、伝染時期に農薬
　取締法に基づき登録された薬剤を散布
　する。

もち病
羅病樹木 ■ツツジ、ツバキ、サザンカ、チャなど

主な病徴 ■担子菌類のもち病菌属の病原菌によっ
　て、新葉や花、若芽全体もしくは一部
　が膨らんで、その表面が白い粉に覆わ
　れることで、もちが膨らんだようにな
　る病気である。
■葉全体が厚く大きくなることや、日の
　当たる面が紅色になり膨らんだ部分の
　表面に白粉状となるものもある。
■春と秋、降雨が続き日照が少ないと発
　生しやすい。ツツジ類では 9～ 10 月
　頃の秋芽にも発生することがある。
■その後被害部分は腐敗するか、ミイラ
　化して枝に長く残り、葉全体が枯死す
　る。

主な伝搬方法 ■膨れた罹病部表面の粉状に見える部分
　に担子器が形成されており、担子器は
　担子胞子を形成するが、すぐに分生子
　を形成して新芽へ感染する。その後、
　生きた葉や芽に菌糸の形で潜在して、
　翌年の春に発病する。

主な防除法 ■病葉は有力な伝染源になるため、除去
　し焼却する。
■被害が激しい場合は、伝染時期に農薬
　取締法に基づき登録された薬剤を散布
　する。
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とうそう病・そうか病
羅病樹木 ■ポプラ類、ヤツデ、ミズキ類、マサキ、

　ケヤキ、ハゼなど

主な病徴 ■子のう菌類のそうか病菌属などの寄生
　によって、ポプラ類では葉に白色の小
　斑点が、ヤツデでは褐色や灰白色の大
　きいカサブタ状の病斑が、ミズキ類・
　マサキ、ケヤキでは中央に穴があいた
　褐色の小斑点が、ハゼ、ポプラ類では
　黒い小斑点が形成される病気である。
■春の開葉期に葉、葉柄、新梢部、花弁
　に発生する。
■湿潤条件で罹病部に分生子の塊が粘塊
　として現れるが、炭疽病と異なり白色
　～淡灰白色をしていることで、診断の
　指標となる。

主な伝搬方法 ■常緑樹では、病葉が木に着生したまま
　越冬し、その部分に形成される新たな
　分生子が第一次伝染源になり、その後
　分生子によって伝染が拡大する。
■落葉樹では、病原菌の越冬場所や第一
　次伝染源が明らかでない。

主な防除法 ■毎年被害が出る場合は落葉の焼却を行
　い、着生している罹病葉は切除して処
　分する。
■梅雨期に農薬取締法に基づき登録され
　た薬剤を散布する。

すす病
羅病樹木 ■ツバキ、サザンカ、カシ類、タケ、マ

　ツなど多くの樹種

主な病徴 ■子のう菌類のすす病菌属などの病原菌
　に起因して、植物の葉や枝の表面に寄
　生して、煤（すす）がついたようにな
　る病気である。
■葉に直接寄生して養分を吸収するもの
　と、樹木には直接寄生せずにカイガラ
　ムシやアブラムシの排泄物を養分とし
　て生活するものがある。
■主に葉に発生し、枝、幹、果実にも発
　生するが、日陰で風通しの悪い湿気の
　多いところに多発する。
■全葉が覆われるほどの激しい被害にな
　ると、光合成作用が阻害されて樹勢が
　低下する。

主な伝搬方法 ■落葉または常緑樹の罹病部に形成され
　る子のう胞子が第一次伝染源になる。

主な防除法 ■日当たりや風通しを良好にして、陰湿
　な環境の改善を図る。
■カイガラムシ、アブラムシ類を防除す
　る。
■冬期には農薬取締法に基づき登録され
　た薬剤を散布する。



胴枯（どうがれ）病
羅病樹木 ■カエデ類、モクセイ類、サクラ類、イ

　チョウ、カキノキ、ヒトツバタゴ、ニ
　オイヒバなど

主な病徴 ■病原菌が枝や幹に寄生し、罹病部から
　上部を枯らすため、胴枯病とよばれる。
■枝や幹は、赤褐色ないしは茶褐色～黒
　褐色などに変色して陥没した病斑をみ
　せる。
■陥没した周囲には癒合組織が形成され
　て、膨らんでくる。
■病班が枝や幹を一周すると、通水の組
　織が破壊されるため、その上部は萎れ
　て枯れる。
■病斑上には表皮の隆起がみられ、中に
　は胞子の粘塊があり、梅雨期には押し
　出された粘塊がみられる。

発生要因 ■何らかの原因で樹木の樹勢が低下する
　と、枝や幹の傷口（剪定、折損、害虫等）
　に寄生した病原菌により発病する。

主な防除法 ■移植時には、施肥や灌水等により十分
　な養生を行い、早期活着と樹勢の向上
　を図る。
■初期病斑では、罹病部を健全組織を含
　めて完全に取り除き、よく乾燥させた
　後で農薬取締法に基づき登録された薬
　剤を塗布する。
■切除した樹皮や枝、幹は伝染源となる
　ので焼却処分する。
■凍霜害や乾燥害を誘因として発生する
　ことが多いので適地・適木の樹種選定
　をする。

永年性がんしゅ病
羅病樹木 ■マユミ、ビワ、モモ、モミ、カラマツ

　などで被害が大きい

主な病徴 ■主に幹や太い枝において、樹皮が紡錘
　形となり暗褐色に侵され、比較的ゆっ
　くりと、部分的に形成層が懐死し、そ
　の部分を中心に凹みができる。
■その周囲には癒合組織が形成され、こ
　れが繰り返されて永年性のがんしゅと
　なる。
■根に発生するものは根頭がんしゅ病と
　称し区別する。

発生要因 ■何らかの原因で樹木の樹勢が低下する
　と、枝や幹の傷口（剪定、折損、害虫等）
　に寄生した病原菌により発病する。

主な防除法 ■植栽直後の樹木は、活着と樹勢の回復
　を早期に図る。窒素質が過多の場合は
　罹病しやすいので、施肥にも注意する。
■極端な過湿、乾燥しやすい土地は発生
　しやすいので、被害が出やすい場合は
　土壌改良を行う必要がある。
■枯枝や損傷部は早めに切除し、傷口に
　農薬取締法に基づき登録された薬剤を
　塗布する。切除した枝や幹は伝染源と
　なるので、焼却処分する。
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天狗巣（てんぐす）病
羅病樹木 ■サクラ類、キリ、モミ、アスナロ、ツ

　ツジなど多くの樹種に発生
主な病徴 ■多くの樹種に発生する病気で、罹病部

　から多くの細い枝をほうき状に出し、
　天狗の巣のような症状を呈することか
　ら「てんぐす病」といわれる。欧米で
　は「witches' broom（魔女のほうき）」
　と呼ばれる。
■枝、幹の一部が膨らみ、この１箇所か
　ら小枝が不規則に箱状に群生する。
■発病当年は枝が少なく目立たないが、
　巣は年々大きくなり、周りの健全部に
　も伝染して増える。
■樹勢の衰退とともに、木材腐朽菌など
　を併発することでより著しく衰える。
■病枝は健全枝よりも早く開葉して節間
　がつまった小型の葉をつけるため、美
　観を損ねる。

発生要因 ■病原菌の種類は樹木の種類によってそ
　れぞれ異なるが、子のう菌類のタフリ
　ナ属の寄生によるもの（サクラ類、カ
　ンバ）、ファイトプラズマの寄生によ
　るもの（キリ）、担子菌類のサビ菌目
　の菌の寄生によるもの（モミ、アスナ
　ロ）、担子菌類餅（もち）病菌の寄生
　によるもの（ツツジ）などがある。

主な防除法 ■病原菌は、病枝の中で越冬して開葉と
　同時に進展するため、葉が展開する前
　に被害部を切除し、焼却して伝染源を
　除去する。
■傷口には農薬取締法に基づき登録され
　た癒合剤を塗布する。

膏薬（こうやく）病
羅病樹木 ■サクラ類、グミ、トドマツ、エゾマツ、

　モクセイなど

主な病徴 ■枝や幹の表面に薬を塗ったように、ビ
　ロード状の厚い菌糸膜を覆うことで、
　こうやくを貼った状態になることから
　呼ばれている。
■病斑の色は褐色、灰褐色、霧褐色灰色
　など様々である。
■羅病した樹皮の機能を低下させること
　により樹木は衰弱する。すべて覆われ
　るほどの被害に進展すると枝が枯死す
　る。

発生要因 ■菌がカイガラムシに着生ないしは寄生
　する形で樹皮につき、菌糸膜を伸ばす
　ことで樹皮からも養分を吸収する。

主な防除法 ■カイガラムシ類の防除が第一であり、
　早期発見のための定期観察を行う。
■冬期に、石灰硫黄合剤等の散布を行い、
　カイガラムシを防除する。
■病枝数の少ないうちに病枝の切除を行
　い、焼却処分する。切り口には農薬取
　締法に基づき登録された癒合剤を塗布
　し保護する。
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こぶ病
羅病樹木 ■サクラ類、フジ、マツ類など

主な病徴 ■枝や幹が病原菌に侵され、その部分の
　細胞が肥大して大きく膨れ、こぶ状に
　なる病気の総称である。代表的なもの
　に「マツのこぶ病」がある。
■梅雨頃から、枝や幹にこぶができはじ
　め、次第に大きくなってこぶし大（球
　形から紡錘形）になる。
■古いこぶは亀裂が生じ、内部が腐り空
　洞化し、枝枯れが生じる。

発生要因 ■マツのこぶ病は、さび菌の寄生によっ
　て、枝や幹に大きなこぶができる。中
　間寄生はナラ、カシ類である。
■サクラのこぶ病については、詳しくわ
　かっていない。

主な防除法 ■こぶは今後の感染源になりうるので除
　去するが、細い枝の場合は枝ごと除去
　する。
■切り口に農薬取締法に基づき登録され
　た薬剤を塗布する。

枝・幹

　根頭がんしゅ病
羅病樹木 ■サクラ類、ナシ、リンゴ、カキ、クリ、

　ブドウなどの果樹類や、バラ類、フジ、
　ボケなどの花木類

主な病徴 ■根や幹の地際の部分に表面がかさぶた
　状になった大きなこぶができる。
■病気にかかるとこぶが大きくなるとと
　もに樹勢が衰え、枯れることがある。

発生要因 ■病原菌はアグロバクテリウム・トゥメ
　ファシエンスという土壌伝染性細菌で
　接木や移植時の傷口から植物に侵入し
　て発病する。
■土壌中で越年するので、連作地に発病
　が多い。接ぎ木の場合は、刃物による
　感染も多い

主な防除法 ■発病後の根絶は難しいが、被害部を健
　全部まで含めて完全に削りとり、病斑
　部を完全に除去後、焼却する。
■切り口には農薬取締法に基づき登録さ
　れた薬剤を塗布する。

根



白紋羽（しろもんぱ）病
羅病樹木 ■スギ、カシ類、サクラ類、ケヤキ、カ

　エデ類、ヤナギ類、ハゼノキ、クスノキ、
　ウメ、ツツジ類、チャ、ツバキなど

主な病徴 ■根、根株部の樹皮表面に白色～灰白色
　のくもの巣状の菌子束がからみつき覆
　う。侵された根の樹皮は、褐変・腐敗
　して、異臭を発することが多い。
■感染すると早期に落葉する。樹勢が衰
　退して枯死に至ることで、大きな被害
　が発生することが多い。
■樹木の根を侵す代表的な土壌伝染性病
　害で、一度発生すると根絶が難しい。

発生要因 ■土壌中に残る被害根にある病原菌が伝
　染源となり、植栽木の根に感染する。
■樹勢が弱ると発病しやすい。

主な防除法 ■羅病跡地に植栽しなければならない場
　合は、土壌を入れ替えるか土壌消毒を
　する必要がある。病原菌が剪定枝やそ
　のチップなどの有機物に付着している
　こともあるため、土壌中には施さない。
■土壌の乾湿の差が大きい土地では排水
　性を改良する。
■発病株の治療は困難である。
■落葉が早いことなどで根元に菌が寄生
　していることがわかれば、休眠期に堀
　り上げ罹病部を完全に除去し、農薬取
　締法に基づき登録された薬剤を施す。
　掘り上げた土は土壌殺菌剤を混ぜて埋
　め戻す。
■枯死した根株に他の木が隣接している
　場合は、できる限り罹病した根株を掘
　り取る。

根

ならたけ病
羅病樹木 ■カラマツやサクラでは水の停滞しやす

　い場所で、ヒノキやクリでは逆に乾き
　やすい土壌で集団的に発生する

主な病徴 ■病樹根の樹皮表面に菌糸膜が現れるこ
　とはなく、根の樹皮下の形成層と内樹
　皮に白色で厚い菌糸膜が扇状にはびこ
　る。
■根株部の皮に黒色～黒褐色の針金状、
　ひも状の菌子束がからまりついている
　こともある。
■ 菌糸膜はキノコ臭がして、秋に被害木の
根元からナラタケ（p3-40）が発生する。

■大きな樹木ではしだいに樹勢が衰え、
　全体が枯死する。若い木では急に葉の
　黄化から褐変に進む場合も多く、集団
　的な枯損が起こる。

発生要因 ■一般には森林の造林地や果樹園で問題
　になることが多い。
■土壌中が水分過多となりやすい所で、
　伐倒した樹木の根株で菌の密度が高い
　場所や、乾燥でストレスがかかりやす
　い土壌で発生しやすい。
■若いヒノキやカラマツの造林地では集
　団的に枯死する被害が起こるが、天然
　林などでは樹勢が衰えた老齢木から発
　病することが多い。

主な防除法 ■罹病部を完全に除去し、農薬取締法に
　基づき登録された薬剤を施す。掘り上
　げた土は、土壌殺菌剤を混ぜて埋め戻
　す。

根



イラガ・鱗翅目（イラガ科）
主加害樹 ■サクラ、ウメ、ヤナギ、カエデ、サル

　スベリなど

加害形態 ■多種の樹木の葉を食害する。
■幼虫は刺毛（しもう）をもつ不快害虫
　で、人体への二次被害があるため注意
　が必要である。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長は 24㎜に達し、
　頭部は淡褐色、胴部は緑色で前後に暗
　紫色（あんししょく）の模様がある。
■体表には刺毛があり、これに触れると
　激痛が走る。

発生様式 ■年に 1～ 2回の発生。繭内で越冬した
　幼虫は 5月に蛹化する。
■ 6月に羽化した成虫は葉面に 1～ 2粒
　ずつ産卵する。
■孵化幼虫は葉に小孔をあけて食害する
　が、成長すると葉縁から食害するよう
　になる。繭は枝に作る。

主な防除法 ■冬に枝の又などの繭を除去する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

食葉性害虫

食葉性害虫ヒロヘリアオイラガ・鱗翅目（イラガ科）
主加害樹 ■サクラ類、カエデ類、ナンキンハゼ、

　カシ類、カキ、リンゴなど多くの樹木

加害形態 ■多種の樹木の葉を食害する。
■幼虫は刺毛をもつ不快害虫で、人体へ
　の二次被害があるので、夏季剪定時や
　果実の収穫時には注意が必要である。

虫の形態 ■孵化後の幼虫は集団で行動し、成熟す
　ると体長は 20～ 23㎜に達する。
■体は黄緑色で、背面中央に青藍色（せ
　いらんしょく）の縦線がある。
■外来種で西日本での被害が多いが、関
　東まで拡がりつつある。

発生様式 ■年に 2回の発生。
■幹や枝に作られた繭内で越冬し、成虫
　は 6月と 8～ 9月に出現する。
■卵は葉裏に数十個の卵塊状に産みつける。
■若齢幼虫は集団で樹木の葉面を食害す
　るため被害葉は透けるようになる。
■成長した幼虫は葉縁から葉全体を食害
　する。

主な防除法 ■発生初期に葉・枝を切除し処分する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



食葉性害虫

オビカレハ・鱗翅目（カレハガ科）
主加害樹 ■ウメ、カイドウ、サクラ類のバラ科の

　樹種など

加害形態 ■雑食性でバラ科の他にヤナギ類、ニレ
　類などの葉を食害する。
■孵化後は巣で集団生活し夜間に葉を食
　害するが、老熟すると分散し単独で食
　害するようになる。
■大量発生すると樹木全体の葉を食べ尽
　くすことがある。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長 55㎜に達する。
■頭部は灰青色。胴部は鮮やかな青色で、
　黒・橙・白色の縦線がある。
■幼虫ががウメを食害することから「ウ
　メケムシ（梅毛虫）」、枝や幹の分岐部
　に灰色の糸で巣をつくることから「テ
　ンマクケムシ（天幕毛虫）」と呼ばれる。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■枝に取り巻くような卵塊を産み付け、
　卵で越冬する。
■翌春の 3月中旬から孵化し、幼虫は絹
　糸で作った天幕内で集団生活する。
■ 5月下旬頃には老熟し、葉や樹皮の割
　れ目に繭を作り蛹化し、約 2週間後に
　成虫となる。

主な防除法 ■天幕状の巣を焼く。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

食葉性害虫

マツカレハ・鱗翅目（カレハガ科）　
主加害樹 ■アカマツ、クロマツ、ゴヨウマツ、ヒ

　マラヤスギ、カラマツ、モミ、トウヒ
　などの針葉樹

加害形態 ■幼虫は大型でマツケムシと呼ばれ、マ
　ツ類の重要害虫である。
■針葉を食害し、終令幼虫の食害量は極
　めて大きいため、大量発生すると樹勢
　が低下する。
■幼虫は刺毛をもつ不快害虫で、人体へ
　の二次被害があるので注意が必要であ
　る。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長 60㎜に達する。
■頭部は黒色、胴部は銀色ないし黄褐色
　の斑紋（はんもん）がある。

発生様式 ■年に 1回の発生。暖地では年に 2回発
　生することもある。
■幼虫が樹皮の割れ目や針葉の基部、根
　元などで集団で越冬する。
■ 3～ 4月頃から枝先に移動して食害を
　始める。
■ 6～ 7月に繭を枝先などに作り、7～
　 8 月に成虫が出現する。
■ 8～ 9月に針葉に卵塊を産みつける。

主な防除法 ■秋から冬にかけて幹にコモを巻き、越
　冬する幼虫をコモごと焼却する。
■ 6 ～ 7 月に作られた繭や 8 ～ 9 月に
　針葉に産みつけられた卵塊を除去す　
　る。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



食葉性害虫

食葉性害虫

モンクロシャチホコ・鱗翅目（シャチホコガ科）
主加害樹 ■サクラ、ウメ、カイドウ、ナシ、リン

　ゴなどバラ科植物

加害形態 ■サクラにときどき異常発生し、葉を食
　い尽くすことがある。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長約 50㎜に達す
　る。
■頭部は黒色、胴部ははじめ赤褐色であ
　るが、成長すると紫黒色に変わり、黄
　白色の長毛（ちょうもう）を密生させ
　る。

発生様式 ■年に 1回の発生。成虫は 7～ 8月に出
　現して、葉裏に約 30 粒の卵を塊状に
　産み、8月下旬に孵化する。
■幼虫は 3齢まで集団で食害するが、そ
　の後に分散する。10月ごろ地上に降り、
　土中で繭（まゆ）を作って蛹化し、蛹（さ
　なぎ）で越冬する。

主な防除法 ■発生初期に葉・枝を切除し処分する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

マイマイガ・鱗翅目（ドクガ科）
主加害樹 ■サクラ類、コナラ、ハンノキ、クリ、

　カラマツなどバラ科、ブナ科の樹種
加害形態 ■雑食性（広葉樹から針葉樹まで 300 種

　以上）で大型の幼虫が葉を食害する重
　要害虫である。
■しばしば大発生することがあり、大き
　な被害となることがある。

虫の形態 ■幼虫は背面に目立つ２列の点が並び、
　成熟すると体長 60㎜に達する。
■頭部は黄色褐色で顔面に八字形の黒紋
　がある。
■体には刺毛があり、刺されると少し痛
　いが、毒は 1齢幼虫しかない。
■幼虫は糸を吐いてぶら下がり移動する
　ため「ブランコケムシ」と呼ばれる。
■成虫の雄は茶褐色で体長 20～ 50㎜程
　度、雌は白色で体長 50 ～ 100㎜程度
　となる。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■樹幹で卵塊の状態で越冬する。
■ 4月頃に孵化して食害し、6月頃に樹
　上で蛹となる。
■成虫は 7～ 8月に出現し、樹幹などに
　200 ～ 300 粒の淡黄色の卵を塊状に
　産み付け、表面に体毛を被う。

主な防除法 ■幼虫を捕殺する。
■樹幹の卵塊を除去する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



食葉性害虫

食葉性害虫チャドクガ・鱗翅目（ドクガ科）
主加害樹 ■ツバキ、サザンカ、チャノキなど

加害形態 ■葉を食い尽くすことがある。
■本虫は毒毛を持つ不快害虫でもあり、
　人体への二次被害に注意する必要があ
　る。

虫の形態 ■孵化（ふか）後、幼虫は集団で行動し、
　成熟すると体長 25㎜に達する。
■頭部は黄褐色、胴部は淡黄褐色で各節
　には長い白毛の生えた黒褐色の瘤（こ
　ぶ）がある。

発生様式 ■年に 2回の発生。枝や葉裏（はうら）
　で卵塊（らんかい）の状態で越冬し、
　4月下旬に孵化する。
■幼虫は4～6月と7～9月に出現する。
　前者の幼虫は新葉を食害するが、後者
　の幼虫は、はじめ葉の表皮を残して葉
　肉（ようにく）だけを食べるので、円
　形の褐色痕が残る。

主な防除法 ■発生初期に葉や枝を切除し、処分する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

モンシロドクガ・膜翅目（ドクガ科）
主加害樹 ■サクラ類、ウメ、クヌギ、コナラ、イ

　ヌマキなど

加害形態 ■幼虫は葉を食害する。
■多数の微細な毒刺毛を持ち、触れると
　皮膚炎を起こす。

虫の形態 ■成虫は 30～ 40㎜程度。翅は白色。
■幼虫は体長 20～ 25㎜で、黄色地に黒
　色の斑点がある。

発生様式 ■年に 2～ 3回の発生。
■若齢幼虫で越冬する。
■成虫は 5～ 6月に出現し、葉裏に卵塊
　状に産卵する。
■孵化幼虫は葉縁に群生するが、成長す
　ると分散して食害するようになる。

主な防除法 ■発見次第、捕殺する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



モッコクハマキ・鱗翅目（ハマキガ科）　
主加害樹 ■モッコク

加害形態 ■枝の先端の葉を 2～ 3枚綴り合わせ、
　その中で葉肉を食害する。
■被害葉は褐変するが、糸で綴られてい
　るため枝上に残り、美観を損なう。
■被害は夏期に多い。

虫の形態 ■赤紫色の幼虫は、成熟すると体長が約
　15㎜に達する。
■成虫は開張した体長が 17～ 20㎜。

発生様式 ■年に 3～ 4回の発生。
■綴られた被害葉の間で蛹で越冬する。
■成虫は 4月下旬頃から羽化し葉面に産
　卵する。
■孵化した幼虫はすぐに葉を綴り、その
　中で生活して加害する。

主な防除法 ■綴っている枝葉を切除し幼虫を捕殺す
　る。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

食葉性害虫

食葉性害虫アメリカシロヒトリ・鱗翅目（ヒトリガ科）
主加害樹 ■サクラ類、プラタナス類、クルミ、ヤ

　ナギ類、ポプラ類、ミズキ、ハナミズ
　キなど

加害形態 ■雑食性で様々な樹種の葉を食害する。
■孵化幼虫は枝先に集団で絹糸を張って
　袋状の巣を作り、群がって葉肉のみを
　食害する。
■成長すると独立するが、葉脈を残して
　全体を食害するため、発生量が多いと
　樹勢が低下する。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長 30㎜に達する。
■頭部は黒色、胴部背面は灰黒色で、側
　面は淡黄色で、白い長毛が密生する。
■成虫は全体的に灰白色。
■アメリカから侵入した害虫。

発生様式 ■年に 2回の発生。
■樹皮の割れ目などで、毛の混じった白
　色の繭を作り、その中で蛹態で越冬する。
■成虫は 5月中旬～ 6月中旬、7月下旬
　～ 8月下旬に出現する。
■卵は葉に 200 ～ 800 粒の塊に産む。
■老熟すると加害木から降り、樹皮の割
　れ目などに入って蛹化する。

主な防除法 ■発生初期に白い袋状の巣を葉・枝ごと
　切除し処分する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



食葉性害虫

食葉性害虫クスサン・鱗翅目（ヤママユガ科）
主加害樹 ■クスノキ、サクラ類、イチョウ、ケヤ

　キ、サルスベリ、クヌギ、クリ、トチ
　ノキ、モミジバフウ、カシ類など

加害形態 ■雑食性でクスノキ、イチョウ、サクラ
　類など様々な樹種の葉を食害する。
■大量発生して食害が激しくなると樹木
　全体の葉を食い尽くすため、樹勢が低
　下する。

虫の形態 ■成虫は 100㎜以上の大型で、羽の色は
　黄褐色。
■幼虫は成熟すると体長 80㎜にも達し、
　白色の長毛に覆われるので「シラガタ
　ロウ（白髪太郎）」と呼ばれる。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■樹幹に生みつけられた卵で越冬し、4
　月ごろ孵化する。
■ 6月下旬頃から老熟した幼虫が、かご
　状の繭をつくり、その中で蛹になる。
　繭は、その形と中が透けて見えること
　から「スカシダワラ（透かし俵）」と
　呼ばれる。
■成虫は 9月下旬頃から現れて、黄褐色
　で大型のガとなる。
■枝や幹の分岐点に塊状に産卵する。

主な防除法 ■夏季に繭を取り除いたり、冬季に卵塊
　を除去する。
■孵化直後の幼虫は群生するため、葉を
　切除する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

ニレチュウレンジ・膜翅目（ミフシハバチ科）
主加害樹 ■ニレ類

加害形態 ■幼虫はアキニレ、ハルニレなどの葉を
　食害し、葉を食い尽くすことがある。
■大量発生で食害が激しくなると樹勢が
　低下する。

虫の形態 ■孵化後、幼虫は集団で行動し、成熟す
　ると体長約 20mm程度となる。
■頭部は黒色、胴部は淡緑色で、成熟す
　ると背面に小黒点が現れる（写真は若
　齢幼虫）。
■成虫は体長約 10mm。
■成虫の体は青藍色で胸部の大部分は赤
　い。翅はほぼ全体が暗色を帯びる。

発生様式 ■年に 2回の発生。
■繭内で幼虫越冬し、翌春蛹化する。
■成虫は 4月から 9月まで出現し、葉縁
　の鋸歯内に産卵する。
■孵化幼虫は群棲して葉脈を残して葉を
　食害するが、成長すると分散して食害
　するようになる。
■成熟幼虫は土中で白い繭を作って越冬
　する。

主な防除法 ■発生初期に群棲している葉・枝を切除
　し処分する。
■冬季に落葉を集めて焼却する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。



食葉性害虫

食葉性害虫テントウノミハムシ・甲虫目（ハムシ科）
主加害樹 ■ヒイラギ、モクセイ、ヤチダモなど、

　モクセイ科の樹木

加害形態 ■幼虫、成虫ともに葉を食害する。
■被害葉は、褐変して著しく美観を損ね
　る。

虫の形態 ■テントウムシに似た成虫は体長 3～ 4
　㎜。
■翅は黒色の地に 2個の赤い点紋を有す
　るものが多く、個体間で異なる。
■幼虫は、成熟すると体長約 5㎜に達し、
　体は乳白色である。

発生様式 ■年に 1～ 2回の発生。
■成虫で越冬して、翌春 5月上旬から葉
　を不規則に食害する。
■ 5月下旬頃に葉裏に卵を産む。
■ 6月頃に孵化した幼虫は、葉肉に潜っ
　て食害する。
■ 7月頃に成熟した幼虫は被害葉から出
　て土中で蛹になる。
■夏に羽化した成虫は秋まで葉を食害し
　て、落葉の中で越冬する。

主な防除法 ■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

ヤノナミガタチビタマムシ・甲虫目（タマムシ科）
主加害樹 ■ケヤキ、ムクノキなど

加害形態 ■幼虫は、葉肉内に潜って食害する。被
　害葉は赤褐色となり早期に落葉する。
■成虫は不規則に葉縁から不規則に食害
　する。
■食害が大きくなると褐変して目立つよ
　うになり、大発生している場合には早
　期落葉の原因となる。

虫の形態 ■成虫は体長 3～ 4㎜の卵形。
■成虫は、光沢のある褐色の 3本の波型
　をした銀白色の横帯がある。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■成虫は、ケヤキの樹皮下などで集団越
　冬し、翌春の芽吹きごろから活動をは
　じめ、５月以降に葉縁に産卵する。
■ 7月頃、成虫になる。

主な防除法 ■葉の食害で成長が悪くなることはある
　が枯れることはないため、急いで防除
　する必要はない。
■防除する場合は、幼虫や蛹とともに早
　期落葉した被害葉を集めて焼却する。
　また、「こも巻き」により冬にこも内
　で越冬している成虫を焼却する。



コスカシバ・鱗翅目（スカシバガ科）
主加害樹 ■サクラ類、ウメ、モモ、リンゴ、スモ

　モなど

加害形態 ■幹の樹皮下に穿孔し、虫糞の混じった
　半透明のヤニを排出する。
■被害木は形成層を食害されるため、樹
　勢が低下する。
■穿孔した部分から胴枯病菌や腐朽菌の
　侵入を受けやすくなる。

虫の形態 ■幼虫は成熟すると体長 25㎜に達する。
■胴部は乳白色で、頭部は淡褐色である。
■成虫はハチのように透明な翅を持つ。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■穿孔した幼虫は樹皮下で越冬し、翌春
　に再び食害して、樹皮下で蛹化する。
■成虫は 5月下旬から 10 月下旬まで羽
　化するが、最盛期は 9月。
■樹皮の割れ目や傷口に産卵する。
■孵化した幼虫は直ちに樹皮下に穿孔し
　褐色の木屑と虫糞を排出する。

主な防除法 ■若枝、枝、球果を切除し処分する。
■幹を切開して幼虫を除去する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

穿孔性害虫

コウモリガ・鱗翅目（コウモリガ科）　
主加害樹 ■ヤナギ類、ポプラ類、ハンノキ、シラ

　カンバ、コナラ、クヌギ、クリ、カシ類、
　スギなどの広範囲の広葉樹と針葉樹

加害形態 ■多犯性で幹に穿孔して加害する重要害
　虫である。
■被害木は枯損や風折れを受けやすくな
　る。

虫の形態 ■成虫は開張 50～ 100㎜程度。
■体は茶褐色で、前翅には灰緑色の雲状
　紋と小黒紋がある。
■幼虫は成熟すると体長 80㎜に達する。
■頭部は褐色で、胴部は黄白色である。

発生様式 ■ 2年に 1回の発生。
■卵で越冬し 4～ 5月頃に孵化する。
■孵化した幼虫は、地表の雑草の茎を摂
　食し、成長してから樹木の幹などに移
　動して地際の樹皮を環状に食害し、材
　内に穿孔する。
■穿孔部に木くずと虫糞を糸でつづった
　袋状の蓋をつける。
■穿入孔に繭をつくって蛹化する。
■成虫は 8月下旬～ 10月中旬に羽化し、
　夕暮れ時に活発に飛翔しながら数多く
　の卵を産み落とす。

主な防除法 ■初期幼虫期に農薬取締法に基づき登録
　された農薬を散布する。

穿孔性害虫



クワカミキリ・甲虫目（カミキリムシ科）
主加害樹 ■クワ、ポプラ類、ヤナギ類、カシ類、

　ケヤキ、イチジクなど

加害形態 ■幼虫が幹、枝の材部に穿孔することで、
　樹勢が低下したり、場合によっては枯
　死に至る。
■加害部は地上 0.7 ～ 2m付近に多い。
■成虫が枝をかじることによって枝枯れ
　が生じる。

虫の形態 ■成虫は体長 35～ 45㎜で、体色は黒褐
　色であるが、全体に黄褐色の微毛を密
　生するため黄褐色にみえる。
■幼虫は、成熟すると体長 70㎜に達し、
　胴部は、少し赤みを帯びた乳白色であ
　る。

発生様式 ■ 2～ 3年に 1回の発生。
■幼虫は穿孔内で越冬し、5～ 6月に蛹
　化する。
■成虫は 7～ 9月に出現して新梢の樹皮
　を後食する。
■幹、枝の樹皮に馬蹄形の噛み傷をつけ、
　その中に産卵する。
■孵化した幼虫は樹皮の下に潜り、小さ
　な穴をあけ木屑を固めて排出する。

主な防除法 ■成虫を捕殺する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

穿孔性害虫

ゴマダラカミキリ・甲虫目（カミキリムシ科）
主加害樹 ■プラタナス類、カエデ類、ポプラ類、

　ヤナギ類、カシ類、シイ類など各種の
　広葉樹

加害形態 ■成虫は各種の広葉樹の葉や小枝を食害
　する。
■幼虫は、はじめ樹皮下を食害するが、
　成長すると木部へ穿孔して材を食害す
　る。
■幼虫が材部を穿孔すると直径 1～ 2cm
　ほどのトンネルができ、樹勢が低下す
　るとともに幹や枝が折れやすくなる。

虫の形態 ■成虫は、体長約25～35㎜程度。上翅は
光沢のある黒色で白い班点が散在する。

■幼虫の胴部は乳白色で、成熟すると体
　長は 60㎜に達する。

発生様式 ■ 2年に 1回の発生であるが、1年に 1
　回のこともある。
■幼虫は、穿孔内で越冬し翌春に蛹化する。
■成虫は 6～ 8月に出現し、葉や小枝の
　表皮を浅く後食する。
■地際の樹幹の樹皮に 10㎜程度の噛み
　傷をつけて産卵する。
■幼虫は、成長すると木部へ穿孔する。
■被害部からは、繊維状の木屑が排出さ
　れる。

主な防除法 ■成虫を捕殺する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

穿孔性害虫



穿孔性害虫

穿孔性害虫

マツノマダラカミキリ・甲虫目（カミキリムシ科）
主加害樹 ■アカマツ、クロマツなどのマツ類
加害形態 ■マツノザイセンチュウを媒介するカミキ

　リであり（媒介昆虫）、マツ枯損を引き起
　こす重要害虫である。

虫の形態 ■成虫は体長 20～ 30㎜。
■上翅は暗赤褐色で不規則な灰白紋が散在
　し、まだら模様である。
■幼虫は成熟すると体長 40㎜に達し、胴部
　は乳白色である。

発生様式 ■普通、1年に 1 回の発生であるが、寒冷
　地では 2年に 1回発生する個体もある。
■成虫は 5月下旬から 7月にかけ、被害木
　に直径約 5㎜の円形の飛孔をあけて脱出す
　る。脱出した成虫は、マツの当年生から 3
　年の枝の樹皮をかじる。この成虫の摂食
　を後食と呼ぶ。
■カミキリの気管内に侵入していたマツノ
　ザイセンチュウは、後食のときに気管内
　から脱出し、後食痕からマツの樹体内に
　侵入する。マツノザイセンチュウの侵入
　したマツは樹脂の滲出が停止してマツ材
　線虫病にかかり、マツは枯死する。
■幼虫は内樹皮と辺材部を浅く食害した後、
　材内に穿孔し、秋に蛹室を作り越冬する。
　翌春 5月に蛹化。材内にいるマツノザイ
　センチュウはカミキリが羽化した直後に
　気門から気管内に侵入し、カミキリ成虫
　によって健全なマツヘと運ばれる。

主な防除法【幼虫の駆除】
■被害木の伐倒焼却処理、伐倒くん蒸処理、
　チップ化処理。
【成虫の防除】
■成虫の発生期にトラップで捕殺する。
■事前に樹幹注入を実施する。
■成虫発生期に農薬取締法に基づき登録さ
　れた農薬を散布する。

クビアカツヤカミキリ・甲虫目（カミキリムシ科）
主加害樹 ■サクラ類、ウメ、モモなどの主にバラ科

　の樹木
加害形態 ■幼虫は、樹木の幹や枝（辺材や心材）を

　食害する。
■１頭の幼虫による樹体の食害範囲はかな
　り広く、被害は心材にまで至る。
■１本の樹体に複数個体の幼虫が侵入・羽
　化すると、その内部は激しく食害を受け、
　地上部への水揚げなどが悪くなることか
　ら、樹体が枯死することもある。

虫の形態 ■成虫の体長は 25㎜程度。
■成虫の前胸背板は明赤色で、他は光沢の
　ある黒色。前胸背板の側面に頑丈なとげ
　状の瘤（こぶ）を一対持つ。
■触角は黒色で、オスの触角は体長より長
　く、メスの触角は体長よりも短い。

発生様式 ■成虫は交尾後、幹や枝の樹皮の割れ目な
　どに産卵し、8～９日後に孵化する。
■幼虫は、樹木の生木（辺材や心材）を食
　害食し、フラス（フンと木屑が混ざった
　もの）を排出しながら、樹体内で２～３
　年かけて成長し、蛹となる。
■蛹は６月中旬から８月上旬に成虫となり、
　樹体外に脱出する。
■成虫の寿命は、野外では１ヶ月程度。成
　虫での越冬はしない。

主な防除法【幼虫の駆除】
■フラス排出孔を見つけ、そこから針金や
　千枚通しを挿入して幼虫を刺殺する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を　
　注入する。
【成虫の防除】
■野外で成虫を見つけたらすぐに捕殺する。
■成虫の拡散防止のため、羽化期前に樹木
　の樹幹にネットを巻き付ける。



　ルビーロウムシ・半翅目（カタカイガラムシ科）
主加害樹 ■モチノキ、ウメ、ウメモドキ、ゲッケ

　イジュ、ツバキ、モッコク、クチナシ
　など

加害形態 ■極めて雑食性で各種の広葉樹の枝、幹
　などに寄生して吸汁し、樹勢を低下さ
　せる。
■すす病を併発させて美観も損ねる。

虫の形態 ■成虫は直径 4～ 5㎜、中高で赤褐色ロ
　ウ状のかいがらに被われる。気門から
　白色の分泌物を出す。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■成虫は 9～ 10 月の間に出現し、その
　まま越冬し、翌年 5月にかいがら下に
　産卵する。
■ 6～ 7月に幼虫となる。

主な防除法 ■少ない発生の場合には、そぎ落とす。
■初期幼虫に農薬取締法に基づき登録さ
　れた農薬を散布する。　

吸汁性害虫

クリオオアブラムシ・半翅目（アブラムシ科）
主加害樹 ■クリ、クヌギ、カシ類など

加害形態 ■春から秋にかけて枝に群生して、吸汁
　加害する。
■排泄物にすす病が発生すると、苗木で
　は樹勢が低下する。

虫の形態 ■無翅雌成虫の体長は４～５㎜で光沢の
　ある黒色である。
■有翅成虫はやや小さく約４㎜程度であ
　る。

発生様式 ■年間の発生回数は不明。
■卵で越冬して翌春 4月頃から孵化し、
　12 月頃まで発生を繰り返して加害す
　る。
■孵化幼虫は新梢や枝から樹液を吸って
　発育し、無翅雌成虫となる。
■５月頃に発生する有翅の成虫は、クリ
　やクヌギ、カシ類に分散する。
■ 10月頃、越冬卵を産む成虫が出現し、
　交尾して 10 月末～ 12 月上旬に幹や
　主枝に群がって産卵する。

主な防除法 ■冬季に越冬中の卵塊を除去する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

吸汁性害虫



吸汁性害虫

　クストガリキジラミ・半翅目（キジラミ科）
主加害樹 ■クスノキ

加害形態 ■クスノキの葉に虫えいを作り、葉裏か
　ら虫えい内に入り吸汁する。
■実害は小さいが、美観を損ねる。

虫の形態 ■成虫は、淡黄色でアブラムシに似てい
　る。

発生様式 ■年に 1回の発生。
■幼虫が虫えい内で越冬し、翌春に再び
　発育を始める。
■ 4月上旬に虫えいから羽化した成虫は
　新たに展開し始めたクスノキの新葉に
　産卵する。
■ 5月頃に孵化した 1齢幼虫が吸汁を開
　始すると虫えいができる。

主な防除法 ■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

  プラタナスグンバイ・半翅目（グンバイムシ科）
主加害樹 ■主にプラタナス類、他にクルミ科、ブ

　ナ科、クワ科、カエデ科等

加害形態 ■成虫、幼虫ともに葉裏に寄生して、葉
　裏から吸汁する。
■吸汁により、葉表に白いかすり状の脱
　色班が生じ、葉が黄白色～白色に見え
　るようになる。
■被害が激しいと、樹冠全体が白化して、
　美観が著しく損なわれる。
■葉裏は、黒い粘液状の排泄物により汚
　れる。

虫の形態 ■成虫は、体長約 3.5 ～ 3.7㎜で軍配型
　をしており、体は半透明であるが表面
　の網状班で乳白色に見える。
■終齢幼虫は、黄褐色で頭部全体及び腹
　部の背面中央に多数の棘状の特記があ
　る。

発生様式 ■国内では、平成 13 年に名古屋で確認
　された。
■成虫は、梅雨明け頃からあらわれ、年
　に 3世代を繰り返す。
■ 10 月頃から、樹皮下に移動し、成虫
　態でまとまって越冬する。

主な防除法 ■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

吸汁性害虫



吸汁性害虫

吸汁性害虫

　ニレハムシ・鞘翅目（ハムシ科）
主加害樹 ■主にケヤキ、アキニレ、ハルニレなど

　のニレ科

加害形態 ■幼虫と成虫が葉を食害する。
■食痕は褐色に変色して枯死するので、
　著しく美観を損ねる。

虫の形態 ■成虫は褐色の甲虫で、体長 6㎜内外。
■幼虫は、黄色で黒点が散在した模様で、
　体長 8～ 10㎜程度。

発生様式 ■ 4月下旬～ 5月上旬に越冬成虫が出現
　する。
■ 5～ 8月頃まで、幼虫と成虫が混在し
　て加害する。
■第 2世代は、8月中旬～落葉期まで見
　られる。

主な防除法 ■幹に粘着テープを巻いて、蛹化するた
　めに根元へ移動する幼虫を捕捉する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

　トチノキヒメヨコバイ・半翅目（ヒメヨコバイ科
主加害樹 ■トチノキ

加害形態 ■葉の裏面に寄生し、吸汁する。
■多発すると、葉が著しく退色（緑を失っ
　て黄化、さらに褐変）し、著しく美観
　を損ねる。
■被害が大きくなると、晩夏に落葉に至
　る。

虫の形態 ■成虫は、体長約 3.5㎜、翅には斑紋が
　なく、敏捷に跳びはねる。
■孵化直後の幼虫は、体長約 0.5㎜と非
　常に小さく、老齢幼虫の形は翅のない
　成虫とほとんど同じ。

発生様式 ■越冬した幼虫は、4月下旬頃から現れ、
　次世代の成虫は 6月下旬以降に出現す
　る。
■年間 5～ 6回程度の発生が繰り返され
　る。

主な防除法 ■孵化直後の成虫が多い 6月上旬に、農
　薬取締法に基づき登録された農薬を散
　布する。



吸汁性害虫　カシフシダニ・ダニ目（フシダニ科）　
主加害樹 ■カシ類

加害形態 ■カシフシダニの加害により、葉表にい
　ぼ状の虫えいが無数にできる。
■葉裏は凹んで白色～淡褐色の苔を密生
　する。

虫の形態 ■カシフシダニはクサビ形の微少なダニ
　で、肉眼での確認はできない。

発生様式 ■ 5～ 6月頃にカシ類の葉裏に寄生し、
　9月頃まで加害する。

主な防除法 ■葉ごと切除して焼却する。
■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

　ドウガネブイブイ・甲虫目（コガネムシ科）
主加害樹 ■成虫はウメ、クリ、コナラ、カキ、イ

　ヌマキ、ブドウ、幼虫はスギ、ヒノキ
　などの苗木

加害形態 ■成虫は雑食性で多くの広葉樹の葉を食
　害する。
■幼虫は苗木の根を食害する。

虫の形態 ■成虫の体長は 20～ 25㎜で、体は銅色
　をしている。
■幼虫は、成熟すると体長 40㎜程度で、
　体は乳白色である。

発生様式 ■成虫は年 1回の発生。
■土中で越冬した成熟幼虫が、翌春 5月
　頃に蛹化する。
■成虫は 6～ 9月に出現する。
■成虫は土中に浅く潜って産卵する。
■卵は 7月頃に多く孵化し、幼虫は堆肥
　などの腐熟した有機物を食べるが、植
　物の根なども食害する。

主な防除法 ■農薬取締法に基づき登録された農薬を
　散布する。

食根性害虫



　ヒラタケ・ヒラタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、まれに針葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、扇形～半円形、短柄
　を有し、柄は側生、幅 5～ 15cm、し
　ばしば多数の傘が重なって発生する。

傘 ■傘の表面ははじめ灰青色～黒色、後に
　灰白色～茶鼠色～枯草色になり、平滑。

特徴 ■晩秋～春に、枯木や切り株などにたく
　さん重なって発生する。
■様々な樹種に発生し、木材腐朽力は大
　きい。
■人工栽培されているものは「しめじ」
　と表示されて、流通している。
■本種に似るがより小形で肉が薄いもの
　に別種のウスヒラタケがある。また、
　近縁種にオオヒラタケがあるが、オオ
　ヒラタケには柄の基部付近に分生子　
　（頭部は黒い水滴状の分生子の塊とな
　る）を形成することで区別できる。

幹・枝／心材腐朽

スエヒロタケ・スエヒロタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、時に針葉樹にも発生

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、扇形、無柄、幅は最
　大 3cm 程度、しばしば多数の傘が重
　なって発生する。

傘 ■傘の表面は白色～灰白色、放射状にシ
　ワがあり、粗毛を有する。
■傘の肉は革質、傘肉と子実層の組織は
　はっきり分かれる。

特徴 ■春～秋に発生し、ほぼ１年中みられる。
■枯木や枯枝などに、しばしば発生する
　が、腐朽力は小さい。
■乾燥個体は水につけるともどる。

幹・枝／心材腐朽



ヤナギマツタケ・オキナタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は傘と柄のあるきのこ型、柄は
　中心生、柄の上部に顕著なツバを有す
　る。
■柄は白色～狐色、長さ 3～ 8cm。

傘 ■傘ははじめ丸山型、のち平らに開く、
　径 5～ 10cm。
■傘の表面は平滑、狐色～褐色。

特徴 ■春～秋に、広葉樹の枯木や生立木の腐
　朽部に発生する。
■茶色の傘と柄のある比較的大型の子実
　体を形成し、柄の上部に大きなつばを
　有し、成熟するとヒダが焦茶色になる。
■食用として人工栽培されている。

幹・枝／心材腐朽

チヂレタケ・コウヤクタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にサクラ類

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、杓子形～扇形～半円
　形～円形、径 0.5 ～ 3cm、無柄あるい
　は短い柄を有し、しばしば群生する。

傘 ■傘の表面は卵色～狐色、縁は色が薄く、
　短密毛を有し、不明瞭な環紋がある。

特徴 ■春～秋に、広葉樹の枯木や枯枝に、ヒ
　ダが縮れた小形の子実体が多数発生す
　る。
■乾燥すると縮れて握りこぶし状に下側
　に巻き込む。
■スエヒロタケに似るが、スエヒロタケ
　は傘の表面が白色で粗毛をもち、ヒダ
　の縁部が２枚に裂けることで区別でき
　る。

幹・枝／心材腐朽



　アイカワタケ（ヒラフスベ）・サルノコシカケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にスダジイ、コジイなどに多
く発生

分布 全国、特に関東以西の暖温帯に多い

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、半円形の傘を
　作り、無柄。

傘 ■傘は横幅 10～ 30cm、厚さ 1～ 3cm。
■傘の表面は鮮やかな黄色～小麦色、単
　独あるいは数個が棚状に発達する。
■傘の肉は生時水分を多く含み、もろい
　肉質、黄色。

特徴 ■夏～秋にかけて発生する。
■ヒラフスベは、傘が展開せずにコブ状
　～半円形の子実体を形成し、裏面は平
　坦か時に管孔を形成する。
■ヒラフスベは従来別種と考えられてき
　たが、アイカワタケと同種であること
　が遺伝子解析により明らかにされた。
■子実体が鮮やかな黄色で、褐色腐朽を
　起こす。
■アイカワタケは間皮茸と書き、腐朽材
　の割れ目をうずめる革状の菌糸層によ
　る。

幹・枝／心材腐朽

ウズラタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にウメやサクラ類等のバラ科
樹木に多く発生

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は多年生といわれているが実際
　にはほとんどが一年生、坐生、無柄、
　馬蹄形、径 1～ 4cm、厚さ 1～ 2cm。

傘 ■傘は半円形、クリーム色～枯色。
■傘の表面はクリーム色～枯色、環紋が
　ある。
■傘の肉はコルク質、白～クリーム色。

特徴 ■傘は半円形で径 1 ～ 4cm、厚さ 1 ～
　2cm。
■表面はクリーム色～枯草色で環紋があ
　る。
■傘の肉はコルク質、白～クリーム色。
■春～秋に広葉樹の枯木、枯枝に発生す
　る。
■比較的小さなクリーム色の子実体と、
　大型で一端が欠けた（切形）の担子胞
　子を有する。

幹・枝／心材腐朽



　カワラタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、針葉樹

分布 全国、暖温帯以北

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、無柄、半円形、
　幅 2～ 7cm、厚さ 1～ 2mm、しばし
　ば多数の傘が重なって群生する。

傘 ■傘の表面は変化に富み、灰色、黄茶色、
　褐色、黒色等の環紋を形成、短毛が密
　生する。
■傘の肉は薄く強靱、白色。

特徴 ■最も普遍的にみられる木材腐朽菌であ
　る。
■多種の広葉樹に発生するが、針葉樹に
　も発生する。
■夏～冬に、広葉樹や針葉樹の枯木や枯
　枝に屋根瓦のように重なって多数発生
　する。
■木材腐朽力は強く、オオウズラタケと
　ともに JIS 木材耐朽性試験の標準菌株
　に指定されている。

幹・枝／心材腐朽

カイガラタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、無柄。

傘 ■傘は半円形～扇形、横幅 2 ～ 10cm、
　厚さ 0.3 ～ 1cm。
■傘の表面は軟毛を有し、灰色～クリー
　ム色～狐色～褐色からなる、環紋があ
　る。

特徴 ■夏～冬に広葉樹の枯木、枯枝に発生す
　る。
■子実層托は比較的硬いヒダ状で、子実
　層には剣状の菌糸が多数存在する。
■半円形で貝殻のような同心紋が特徴で
　ある。

幹・枝／心材腐朽



　コフキタケ（コフキサルノコシカケ）・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は多年生、無柄、坐生、扁平な
　半円形～やや丸山形。
■当年生の子実体は幅 10～ 20cm程度、
　厚さは 2～ 4cm 程度だが、年数を経
　たものは幅 50cm 以上、厚さは 40cm
　にも達する。

傘 ■傘の表面は灰白色～黄土色～茶色、無
　毛、環溝がある。
■しばしば大量の胞子が傘の上にも積も
　りココアの粉をまぶしたようになる。
■傘の肉はチョコレート色、繊維質、表面
直下には硬い黒茶色の組織が存在する。

特徴 ■通年、広葉樹の枯木や生立木に発生す
　る。
■ベッコウタケと並んで緑化樹に最も多
　く発生し、風倒の原因となる種である。
■多年生で、チョコレート色の傘肉を有
　し、大量の胞子の飛散により傘の表面
　や周囲が粉を吹いたよう（コフキの由
　来）になる。
■ブナなどに発生するツリガネタケと似
　ているが、ツリガネタケの傘肉の色は
　薄く、肌色～飴色を呈する。

幹・枝／心材腐朽

　シイサルノコシカケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にシイ類

分布 本州以南、暖温帯から熱帯

子実体の特徴 ■子実体は、多年生、背着生～半背着生
　で狭い傘を作り、楕円形、長径 7～　
　20cm、厚さ 0.5 ～ 3cm。

傘 ■傘が存在する場合は、傘の表面は焦茶
　色～黒茶色、粗面、環溝がある。

特徴 ■しばしばシイ類の太枝や幹の腐朽を起
　こし、子実体はほぼ背着生で硬く、灰
　色～焦茶色を呈する。

幹・枝／心材腐朽



シロアミタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にヤナギ属樹木

分布 全国、特に温地域

子実体の特徴 ■子実体は一年生で、坐生、無柄、半円
　形で丸山形、幅 5～ 12cm、厚さ 1～
　3cm。

傘 ■傘の表面は白色～灰白色～黄褐色・茶
　褐色、微細な軟毛を有するか無毛、無
　環紋。
■傘の肉は白色～肌色。

特徴 ■白色系の肉厚でやや硬い子実体を形成
　し、生時は強いアニス臭を有する。
■ヤナギ属樹木に多く発生する。

幹・枝／心材腐朽

チャカイガラタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にサクラ類

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生で、坐生、半円形～貝
　殻形、幅 2～ 8cm、厚さ 0.5 ～ 1cm、
　しばしば多数の傘が重なって発生す　
　る。

傘 ■傘の表面は無毛、時に厚壁の分生胞子
　の存在により粉状になり、褐色、黒茶
　色、土色等からなる明瞭な環紋がある。

特徴 ■夏～秋に広葉樹の枯木、枯枝上に群生
　する。
■サクラに多く発生し、傘の表面に褐色
　系の色からなる顕著な環紋を有し、硬
　いヒダを有する。

幹・枝／心材腐朽



ヒイロタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、針葉樹

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、扇形～半円形、
　幅 3～ 10cm、厚さ 3～ 7mm。

傘 ■傘の表面は鮮やかな朱色～緋色、平滑、
　縁は薄く、無毛、環紋は不明瞭。
■傘の肉はコルク質、朱色。

特徴 ■通年、広葉樹、針葉樹の枯木、枯枝上
　に発生する。
■本菌の子実体は鮮やかな朱色を呈する
　ため、同じ色を有するシュタケと混同
　されやすい。
■ヒイロタケは、主に暖温帯に分布し、
　シュタケはブナ帯以北の温帯に分布す
　る。
■ヒイロタケの管孔は微細で肉眼で観察
　することは難しいが、シュタケは肉眼
　で確認できる点で区別できる。

幹・枝／心材腐朽

ヒトクチタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 針葉樹、特にマツ類

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、ハマグリ形、無柄あ
　るいは短柄を有し、幅 1～ 4cm、厚さ
　1～ 3cm、しばしば穿孔虫の脱出孔か
　ら発生する。

傘 ■傘の表面はニス状の光沢があり、黄色
　～栗色、無毛、裏面は白色～黄色の薄
　い膜で覆われ、基部の近くに楕円形の
　穴がある。

特徴 ■早春～夏に、1年以内に枯死したマツ
　等に発生し、翌年からは発生しない。
■魚の干物のような臭気がある。
■文献では白色腐朽を起こすとされてい
　るが、枯死した直後のマツなどに侵入
　するパイオニア的な菌で、腐朽力はあ
　まりないと考えられる。

幹・枝／心材腐朽



ミダレアミタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生～半背着生、無
　柄。

傘 ■傘は半円形～棚状、幅 2～ 8cm。
■傘の表面は灰白色～小麦色、しばしば
　藻類が付着し緑色となる。
■軟毛を有し、環紋と環溝を有する。

特徴 ■傘は一見カワラタケに似るが、子実層
　托が薄歯状になり、傘肉が帯線で 2層
　に分かれる。
■ヒラアシキバチと共生関係にあること
　が知られている。

幹・枝／心材腐朽

　カタオシロイタケ・ツガサルノコシカケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国、温帯域に発生

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生～半背着生、無
　柄、半円形～扇形、幅 4～ 12cm、厚
　さ 0.5 ～ 2cm。

傘 ■傘の表面は白～クリーム色～部分的に
　褐色、無毛、多くは無環紋。
■傘の肉は生時硬い肉質、乾時木質、白
　色。

特徴 ■子実体が白色で硬く、材の褐色腐朽を
　起こす。

幹・枝／心材腐朽



カワウソタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 孔状白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にサクラ類、ウメ等のバラ科
樹木

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生で、坐生、無柄、半円
　形～扇形、狭い基部を有して、幅 1～
　6cm、厚さ 1～ 2.5cm、しばしば多数
　の子実体が重なって発生する。

傘 ■傘の表面は、新鮮な子実体では狐色で
　密毛があり、古い子実体では茶色～黒
　茶色で無毛。

特徴 ■初夏～秋に、枯木や枯枝、生立木の樹
　皮上に多数群生する。
■本菌はバラ科樹木に多く発生し、7月
　頃に鮮やかな狐色の子実体を形成する
　が、時間が経つと汚れた茶色となる。
■大量の胞子を放出するため、胞子の積
　もった幹や枝は茶色になる。

幹・枝／心材腐朽

ツリバリサルノコシカケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は多年生、坐生～半背着生、馬
　蹄形～扁平な半円形、幅 5 ～ 15cm、
　高さ 2～ 10cm程度、しばしば数個の
　傘が重なって発生する。

傘 ■傘の表面は炭質で粗く、茶色～黒茶色、
　縁は土色。

特徴 ■子実体に鈎状の剛毛体を有する。

幹・枝／心材腐朽



　チャアナタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は多年生、背着生、茶色～焦茶
　色、樹皮上に不定型に広がり、厚さは
　5mm程度。

傘 ■なし

特徴 ■子実体は背着生で管孔の径は小さく、
　薄茶色で類球形の胞子を有する。

幹・枝／心材腐朽

幹・枝／心材腐朽チャアナタケモドキ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、針葉樹

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は多年生、背着生、小麦色～土
　色、樹皮上に不定型に広がり、厚さ 1
　～ 10mm。

傘 ■なし

特徴 ■外見ではチャアナタケと区別が難しい
　が、本菌は無色で大型の担子胞子を有
　する。
■広葉樹に多く発生するが、針葉樹では
　サンブスギというスギの特定品種に発
　生し、溝腐病（非赤枯性溝腐病）を起
　こすことが知られている。



アラゲキクラゲ・キクラゲ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、ロート状～椀状～耳
　状、径 2～ 6cm、高さ 0.5 ～ 1cm、　
　単生あるいは群生する。

傘 ■傘にツバはなく、形は不定形な円盤状
　で、表面は細毛を有する。
■傘の肉は厚さ 1mm程度、生時はゼラ
　チン質、乾時は革質～軟骨質。背面は
　灰色～朽葉色、短毛が密生する。

特徴 ■春～秋（ほぼ通年）に、広葉樹の枯木、
　枯枝上に多数群生する。
■キクラゲに似るが、本種は背面に短毛
　が密生し、透明感がなく、かたい。

幹・枝／心材腐朽

ネンドタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生～半背着生、傘
　は半円形～貝殻状、幅 3～ 10cm、厚
　さ 0.5 ～ 1.5cm、しばしば多数の子実
　体が重なって発生する。

傘 ■傘の表面は狐色～茶色～さび色、細突
　起と粗毛があり、無環紋。

特徴 ■広葉樹に広く発生し、薄茶色の粗面の
　傘を形成し、管孔面がやや紫色がかる。

幹・枝／心材腐朽



　カンゾウタケ・カンゾウタケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 シイ類、カシ類等の広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、扇形～へら形、短柄
　を有するか無柄、径 10 ～ 20cm、厚
　さ 2～ 3cm。

傘 ■傘の表面は緋色～赤茶色、微細な突起
　があり、無環紋。

特徴 ■春～初夏、秋にシイなどの幹に発生す
　る。
■子実体が鮮やかな赤色で柔らかい肝臓
　状で、赤色の汁液を多く含むのが特徴
　である。

幹／心材腐朽

マツオウジ・ヒラタケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 針葉樹、特にマツ類

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、傘と柄を有し、柄は
　中心生～やや偏心生。
■柄は太く、白～クリーム色、ささくれ
　た茶色の鱗片を有し、ツバはほとんど
　ない。

傘 ■傘はマンジュウ形～平らに開き、径 5
　～ 20cm。
■傘の表面は白色～クリーム色で、黄金
　色～土色～茶色の鱗片が同心円状に並
　ぶ。
■傘の肉は強靱な肉質、白色、ヤニ臭い。

特徴 ■春～初夏、秋に、針葉樹の切株や生立
　木に発生する。
■マツの切り株にしばしば発生し、子実
　体が大型で強靱、松ヤニ臭い。

幹／心材腐朽



クジラタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、半円形、無柄、幅は
　5 ～ 20cm、厚さ 0.5 ～ 1cm、しばし
　ば多数の傘が重なって発生する。

傘 ■傘の表面は灰白色～茶鼠色、はじめは
　平坦、後にシワ状を呈し、無環紋。
■傘の肉は白色～練色、コルク質で強靱。

特徴 ■通年、広葉樹に発生する。
■比較的大型で肉が厚く、灰色味を帯び
　た子実体を形成する。

幹／心材腐朽

ニクウスバタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にナラ類

分布 本州、四国、九州

子実体の特徴 ■子実体は一年生、半背着生で上部が反
　転して傘を作り、しばしば多数の傘が
　重なって発生する。

傘 ■傘は半円形～貝殻状、幅 1～ 3cm。
■傘の表面は橙色～狐色、無毛。
■傘の肉は薄く、革質。

特徴 ■夏～秋、広葉樹に発生する。
■半背着生で薄茶色の傘を形成し、子実
　層托が薄歯（ウスバ）状を呈する。

幹／心材腐朽



　マスタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 広葉樹、針葉樹

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、半円形の傘を
　作り、無柄。

傘 ■傘は横幅 10～ 30cm、厚さ 1～ 3cm、
　単独あるいは数個が棚状に発達する。
■傘の表面は鮮やかなサーモンピンク～
　クロームオレンジ。
■傘の肉は生時は水分を多く含み、もろ
　い肉質、ピンク～サーモンピンク。

特徴 ■夏～秋、ミズナラ、モミ、ツガ等の枯
　木や生立木に発生する。
■針葉樹に発生するマスタケと広葉樹に
　発生するマスタケはそれぞれ別種であ
　ることが解明されつつある。
■子実体が鮮やかなマス肉色（サーモン
　ピンク）で、褐色腐朽を起こす。

幹／心材腐朽

幹／心材腐朽　ヤニタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 針葉樹、広葉樹

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生～半背着生、し
　ばしば多数の傘が重なって発生する。

傘 ■傘は半円形～棚状、幅 5～ 30cm、厚
　さ 1～ 2cm。
■傘の表面は細密毛を有し、狐色～茶色、
　黒茶色、明瞭な環紋と環溝がある。
■傘の肉は生時水分を多く含み肉質、乾
　くとコルク質、ベージュ～小麦色。

特徴 ■春～秋に多数重なり合って発生する。
■茶色の大型の子実体を形成し、生時ア
　ニス臭を有し、管孔面を傷つけると変
　色する。



ツガサルノコシカケ・ツガサルノコシカケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 針葉樹、一部の広葉樹、特にサクラ類

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は多年生、坐生～半背着生、丸
　山形～扁平な半円形、幅は最大 20cm
　程度。

傘 ■傘の表面は無毛、環溝と環紋を有し、
　はじめは練色で、後に中心部から縁に
　向かって黒色～焦茶色～赤さび色～白
　色を呈し、ニスを塗ったようになる。

特徴 ■通年、針葉樹、一部の落葉樹の枯木や
　生立木に発生する。
■サルノコシカケ形の子実体を形成し、
　傘には鮮やかな赤さび色の環紋が現れ
　る。

幹／心材腐朽

　カシサルノコシカケ（コブサルノコシカケ）・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は多年生、坐生、無柄、馬蹄形
　～扁平～半背着生。

傘 ■傘は幅 5～ 30cm、厚さ 3～ 15cm。
■傘の表面は橙黄色、内側になるにつれ
　て焦茶色～黒色、縁は鈍縁、凹凸のあ
　る環溝がある。

特徴 ■子実体の形は不定形で、子実層に剛毛
　体が少ない。

幹／心材腐朽



キコブタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は多年生で、坐生、無柄、馬蹄
　形～半背着生、幅は 20cm、厚さは　
　15cmに達する。

傘 ■傘の表面ははじめ灰白色で平滑、後に
　灰色～黒茶色、多数の環溝と亀裂を形
　成、外縁部は山吹色。
■傘の肉は焦茶色、木質。

特徴 ■子実層に剛毛体が多数存在し、担子胞
　子が類球形で無色、厚壁である。

幹／心材腐朽

　コルクタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 サクラ類、カシ類等の広葉樹、マツ類

分布 本州以南

子実体の特徴 ■子実体は多年生で、坐生～半背着生、
　無柄、半円形で縁は薄く、横断面は三
　角形を呈し、幅 2～ 10cm、厚さ 1～
　7cm。

傘 ■傘の表面は枯色～黄土色、粗面、微細
　毛あるいは無毛で、環溝がある。
■傘の肉は橙黄色、木質。

特徴 ■比較的小型の傘を形成し、無色で広楕
　円形の担子胞子と多数の剛毛体を有す
　る。

幹／心材腐朽



モミサルノコシカケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 針葉樹、特にモミ類

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は多年生、坐生、馬蹄形～丸山
　形～半背着生、幅 5～ 15cm、厚さ 3
　～ 15cm。

傘 ■傘の表面は橙黄色～焦茶色～黒色、周
　囲の色は薄く、基部は色が濃く、環溝
　がある。
■傘の肉は橙黄色～狐色、木質。

特徴 ■モミ類に多く発生し、子実層に剛毛体
　を欠く。
■針葉樹の溝腐病菌として、知られてい
　る。

幹／辺材腐朽

ヤケコゲタケ・タバコウロコタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にミズナラ

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は一年生、坐生、無柄、しばし
　ば数個の傘が重なって発生する。

傘 ■傘は半円形、幅 10 ～ 30cm、厚さ 3
　～ 7cm。
■傘の表面は粗毛が密生し、土色～褐色、
　後に焼け焦げたように黒色になる。
■傘の肉は生時大量の水を含み、土色～
　茶色、後に黒色。

特徴 ■子実体は大型で、はじめ土色～褐色だ
　が、後に焼け焦げたように黒色となる。
　発生の初期、中期、後期と変化が多い。

幹／心材腐朽



　ナラタケ・キシメジ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、一部の針葉樹（ヒノキ、クロマツ）

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は傘と柄のあるきのこ形、柄は
　中心生。
■柄は下部がややふくらみ、上部は白色
　～クリーム色、下部は狐色～茶色、繊
　維質、上部に厚い白色～クリーム色の
　ツバを有する。

傘 ■傘の表面は山吹色～金茶色～琥珀色、
　中央部には鱗片、周縁部に条線を有す
　る。

特徴 ■初夏～夏、晩秋に発生する。
■ナラタケ類は種によって寄主や病原性
　が異なり、ナラタケは広葉樹と一部の
　針葉樹に発生し、オニナラタケは主に
　針葉樹に発生する。両者とも病原性は
　強い。
■土壌中に焦茶～黒色の根状菌糸束を形
　成する。また、被害木の樹皮下に白色
　の菌糸膜を形成する。

根株／心材腐朽

ナラタケモドキ・キシメジ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国、ナラタケの分布域よりやや暖かい
地域

子実体の特徴 ■子実体は傘と柄を有し、柄は中心生、
　しばしば多数の子実体が束生する。
■子実層托はヒダ状、ヒダはやや密、白
　色～杏色、直生～垂生。
■柄は細長く、傘と同色だが下部は色が
　濃く、繊維質、ツバを欠く。

傘 ■傘の表面ははじめ丸山形、後に漏斗形、
　枯草色～山吹色～土色、中心部に細か
　い鱗片がある

特徴 ■春～秋に広葉樹の枯木や生立木の根際
　に発生する。
■ナラタケに似るがツバを欠くことで区
　別される。
■ナラタケと同様に樹木を衰弱・枯死さ
　せるが、ナラタケと異なり土中には菌
　糸束を作らない。

根株／心材腐朽



　ニレサルノコシカケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、特にニレ類、
針葉樹、特にスギの老木

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は多年生、坐生、無柄。半円形、
　大型で幅は最大で 30cm、厚さは 6cm
　に及ぶ。

傘 ■傘の表面は、白色～クリーム色～珊瑚
　色。
■平滑あるいは小さな突起が多数形成さ
　れ、無環紋。

特徴 ■ニレ類に多く発生し、子実体は大型で
　傘の色は薄く、表面にコブ状の隆起が
　多数発生する。
■スギに発生するオオシロサルノコシカ
　ケに似るが、紫色がかることはない。

根株／心材腐朽

カイメンタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 褐色腐朽

加害樹種 針葉樹、特にカラマツ

分布 全国、特に温帯域

子実体の特徴 ■子実体は無柄あるいは有柄、しばしば
　多数の傘が重なって形成される。

傘 ■傘は半円形～円形、径 5～ 30cm、厚
　さ 0.5 ～ 1cm。
■傘の表面は土色～褐色～焦茶色、軟毛
　を有し、環紋がある。
■傘の肉は褐色、生時は軟らかいが、乾
　時はもろいウレタン状になる。

特徴 ■初夏～秋に発生する。
■褐色で大型の比較的もろい子実体を形
　成する。
■針葉樹の根株腐朽を起こす腐朽菌のう
　ち、最も出現頻度の高い種である。

根株／心材腐朽



　マンネンタケ・マンネンタケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、傘と柄を有し、柄は
　偏心生～中心生。
■柄は傘と同色～黒色、光沢を有する。

傘 ■傘は、腎臓形～半円形～円形、径 5～
　15cm、厚さ 1～ 2cm。
■傘の表面は光沢があり、はじめは黄色、
　後に代赭（たいしゃ）色～弁柄（べん
　がら）色～焦茶色、環溝がある。

特徴 ■夏～秋に、広葉樹の腐朽材等に発生す
　る。
■光沢のある美しい子実体を形成するの
　が特徴である。
■形態的には区別できないが、針葉樹に
　発生する種は別種のマゴジャクシとさ
　れる。

根株／心材腐朽

　ベッコウタケ・サルノコシカケ科
腐朽型 白色腐朽

加害樹種 広葉樹、まれに針葉樹

分布 全国

子実体の特徴 ■子実体は一年生、初夏に鮮やかな黄色
　～山吹色の原基が形成され、その後、
　成長して傘となり、坐生、無柄、幅 5
　～ 20cm、厚さ 0.5 ～ 2cm、しばしば
　多数の傘が重なって形成される。

傘 ■傘の表面ははじめ黄色、のち琥珀色～
　褐色～黒色となり、中心部の色は濃く、
　周縁部の色は薄く、不明瞭な環紋と浅
　い環溝がある。

特徴 ■通年、広葉樹（まれに針葉樹）の枯木
　や生立木の地際に発生する。
■緑化樹に発生する頻度が最も高い腐朽
　菌の 1つであり、風倒の原因となる。
■マメ科樹木に多く発生し、根株腐朽を
　起こすだけでなく、しばしば枯死させ
　る。

根株／心材腐朽
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